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【CSR】 神奈川県「森林再生パートナー制度」へ参画

森林保全活動により知事から感謝状受贈

ケンコーマヨネーズ株式会社（東京本社：東京都千代田区、代表取締役社長：島本 国一、以下「当社」）は、神奈川県

「森林再生パートナー制度」へ参画しています。この取組みに対し、2026年2月20日（金）に神奈川県庁で行

われた感謝状贈呈式において黒岩祐治知事より感謝状を受贈しましたのでお知らせします。

≪本資料に関するお問い合わせ先≫  
ケンコーマヨネーズ株式会社 経営企画室 広報部 広報課 Mail： kouho@kenkomayo.co.jp

神奈川県「森林再生パートナー制度」は、2006年に策定

された「かながわ森林再生50年構想」に基づき、森林の恵

みを次世代に引き継ぐべく、神奈川県が団体と協働して森

林再生を進める取組みです。当社は、この趣旨に賛同し、

2025年3月3日（月）から森林整備への支援を開始してい

ます。

～「心身（こころ・からだ・いのち）と環境の森」でCO2削減にも貢献～

今後は、パートナー企業として森林整備作業への従業員参加イベントを実施するなど、

体験型CSR活動を展開し、環境教育と地域社会への貢献をさらに推進して行く予定で

す。当社は引き続き、地域に向けた社会貢献活動に積極的に取り組み、企業理念に基づ

いた持続可能な社会の実現に努めてまいります。

当社は2024年度にスタートした中長期経営計画にて、

5つのマテリアリティの1つに「地球環境への配慮」を掲げ

ています。今回その具体的な施策として、神奈川県相模原

市緑区にある12.94haの森林のネーミングライツを取得

し、「心身（こころ・からだ・いのち）と環境の森」と命名しま

した。この名称は当社の企業理念「心身（こころ・からだ・い

のち）と環境」「食を通じて世の中に貢献する。」を体現した

もので、社内公募によって決定しました。森林の入り口に

は左画像のような看板を設置しました。

神奈川県から授与された「森林CO2吸収量算定書」によると、当社が支援する森林が

吸収するCO2量は5年間で247トンに達します。これは一般的な乗用車約107台分が

1年間に排出するCO2量に相当し、神奈川県の森林保全だけでなく、地球全体の環境保

全へつながります。

その他当社取組み内容はこちら

贈呈式では、代表取締役社長

島本が「神奈川県に工場を構

える当社として、今後も自然環

境保全に向けた活動を継続的

に行いたい。」と話しました。

左：代表取締役社長 島本
右：黒岩 祐治神奈川県知事

https://www.kenkomayo.co.jp/sustainability/community

	スライド番号 1

